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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　走行自在とされた介護ロボットと、前記介護ロボットの介護補助具とを用いる要介護者

の移乗対象物への介護方法であって、

前記介護ロボットは、前方に突出させられた一対の腕部材を有し、前記腕部材は、相互の

高さが可変とされ、

前記介護補助具は、シート状の補助具本体を有し、

前記補助具本体は、頭部側に前記介護ロボットの一方の腕部材が挿通される頭部側腕部材

挿通部を有し、要介護者の膝に相当する位置に脚部支持部材を有し、

前記脚部支持部材と前記介護ロボットの他方の腕部材とを直接的または間接的に接続する

接続部材を有し、

前記介護ロボットの他方の腕部材と前記脚部支持部材を離間させるよう前記接続部材の長

さを調整し、

要介護者の頭部を前記頭部側腕部材挿通部側に配置させ、要介護者の膝下に前記脚部支持

部材を配置させて、要介護者を前記介護補助具に載置して同介護ロボットにより吊り下げ

保持し、

前記一方の腕部材と、前記脚部支持部材の上方に位置する前記他方の腕部材との相互の高

さを調整しながら、要介護者の姿勢を形成することを特徴とする介護方法。

【請求項２】

　前記頭部側腕部材挿通部を上方へ配置させ、前記介護補助具を要介護者の自重によって
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撓 ま せ な が ら 、 前 記 接 続 部 材 の 長 さ を 調 整 し て 前 記 他 方 の 腕 部 材 に 対 し て 前 記 脚 部 支 持 部

材 を 離 間 さ せ 、 前 記 脚 部 支 持 部 材 を 要 介 護 者 の 略 臀 部 位 置 ま た は 臀 部 位 置 よ り 下 方 へ 配 置

さ せ て 、 要 介 護 者 の 脚 部 を 下 方 へ 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 介 護 方 法

。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 介 護 ロ ボ ッ ト の 移 動 手 段 と な る 走 行 部 を 前 記 移 乗 対 象 物 の 走 行 部 進 入 領 域 に 進 入 さ

せ る と と も に 、 前 記 介 護 ロ ボ ッ ト の 一 方 の 腕 部 材 を 前 記 移 乗 対 象 物 の 腕 部 材 可 動 領 域 で 動

作 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 介 護 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 介 護 方 法 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 介 護 ロ ボ ッ ト を 用 い て 入 浴 介 助 や ト イ レ

介 助 を な す 介 護 方 法 に 関 す る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て は 、 「 介 護 」 は 「 介 助 」 を 含 む も

の と す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 高 齢 者 や 身 体 障 害 者 な ど （ 以 下 、 要 介 護 者 と い う ） の 入 浴 介 助 に 関 し 、 種 々

提 案 が な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 入 浴 介 助 者 が ス ト レ ッ チ ャ ー の 塔 乗 台 上 に 搭 乗 し た 状 態 で ス

ト レ ッ チ ャ ー と 浴 槽 と の 間 で の 担 架 の 受 け 渡 し を 可 能 と し 、 浴 槽 側 面 に ス ト レ ッ チ ャ ー に

備 え ら れ る 係 合 部 と 係 脱 可 能 に 係 合 す る 被 係 合 部 が 設 け ら れ た 入 浴 装 置 で あ っ て 、 担 架 の

受 け 渡 し 方 向 に お け る 搭 乗 台 の 幅 を 、 少 な く と も 担 架 上 へ の 入 浴 者 の 移 乗 時 に 入 浴 者 の 脚

部 が 搭 乗 台 の 側 端 部 分 に 接 触 し な い 程 度 に ま で 短 縮 化 す る と と も に 、 係 合 部 と 被 係 合 部 と

の 係 合 状 態 に お い て 、 被 係 合 部 の 少 な く と も 一 部 の 上 面 と 搭 乗 台 上 面 と が 連 続 面 状 か 面 一

状 に あ た か も 一 体 状 態 と な る よ う に 構 成 さ れ た 入 浴 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 提 案 に 係 る 入 浴 装 置 に お い て は 、 浴 槽 を 上 下 さ せ る 必 要 が

あ り 、 構 造 が 複 雑 化 す る と い う 問 題 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ６ ７ ４ ７ ０ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 介 護 福 祉 士 な ど の 介 護 者

の 負 担 を 軽 減 し 、 し か も 簡 易 に 入 浴 介 助 な ど が な し 得 る 介 護 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と

し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 介 護 方 法 は 、 走 行 自 在 と さ れ た 介

護 ロ ボ ッ ト と 、 前 記 介 護 ロ ボ ッ ト の 介 護 補 助 具 と を 用 い る 要 介 護 者 の 移 乗 対 象 物 へ の 介 護

方 法 で あ っ て 、 前 記 介 護 ロ ボ ッ ト は 、 前 方 に 突 出 さ せ ら れ た 一 対 の 腕 部 材 を 有 し 、 前 記 腕

部 材 は 、 相 互 の 高 さ が 可 変 と さ れ 、 前 記 介 護 補 助 具 は 、 シ ー ト 状 の 補 助 具 本 体 を 有 し 、 前

記 補 助 具 本 体 は 、 頭 部 側 に 前 記 介 護 ロ ボ ッ ト の 一 方 の 腕 部 材 が 挿 通 さ れ る 頭 部 側 腕 部 材 挿

通 部 を 有 し 、 要 介 護 者 の 膝 に 相 当 す る 位 置 に 脚 部 支 持 部 材 を 有 し 、 前 記 脚 部 支 持 部 材 と 前

記 介 護 ロ ボ ッ ト の 他 方 の 腕 部 材 と を 直 接 的 ま た は 間 接 的 に 接 続 す る 接 続 部 材 を 有 し 、 前 記

介 護 ロ ボ ッ ト の 他 方 の 腕 部 材 と 前 記 脚 部 支 持 部 材 を 離 間 さ せ る よ う 前 記 接 続 部 材 の 長 さ を

調 整 し 、 要 介 護 者 の 頭 部 を 前 記 頭 部 側 腕 部 材 挿 通 部 側 に 配 置 さ せ 、 要 介 護 者 の 膝 下 に 前 記
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脚 部 支 持 部 材 を 配 置 さ せ て 、 要 介 護 者 を 前 記 介 護 補 助 具 に 載 置 し て 同 介 護 ロ ボ ッ ト に よ り

吊 り 下 げ 保 持 し 、 前 記 一 方 の 腕 部 材 と 、 前 記 脚 部 支 持 部 材 の 上 方 に 位 置 す る 前 記 他 方 の 腕

部 材 と の 相 互 の 高 さ を 調 整 し な が ら 、 要 介 護 者 の 姿 勢 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 介 護 方 法 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 介 護 方 法 に お い て 、 前

記 頭 部 側 腕 部 材 挿 通 部 を 上 方 へ 配 置 さ せ 、 前 記 介 護 補 助 具 を 要 介 護 者 の 自 重 に よ っ て 撓 ま

せ な が ら 、 前 記 接 続 部 材 の 長 さ を 調 整 し て 前 記 他 の 腕 部 材 に 対 し て 前 記 脚 部 支 持 部 材 を 離

間 さ せ 、 前 記 脚 部 支 持 部 材 を 要 介 護 者 の 略 臀 部 位 置 ま た は 臀 部 位 置 よ り 下 方 へ 配 置 さ せ て

、 要 介 護 者 の 脚 部 を 下 方 へ 移 動 さ せ る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 介 護 方 法 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に

記 載 の 介 護 方 法 に お い て 、 前 記 介 護 ロ ボ ッ ト の 移 動 手 段 と な る 走 行 部 を 前 記 移 乗 対 象 物 の

走 行 部 進 入 領 域 に 進 入 さ せ る と と も に 、 前 記 介 護 ロ ボ ッ ト の 一 方 の 腕 部 材 を 前 記 移 乗 対 象

物 の 腕 部 材 可 動 領 域 で 動 作 さ せ る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 介 護 方 法 で は 、 要 介 護 者 を 移 乗 対 象 物 へ 移 乗 さ せ る 際 に 、 介 護 補 助 具 を 介 し て

要 介 護 者 の 姿 勢 を 形 成 す る こ と が で き る の で 、 介 護 者 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 介 護 ロ ボ ッ ト の 一 例 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 介 護 ロ ボ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 介 護 補 助 具 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 介 護 補 助 具 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 介 護 補 助 具 の 底 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 補 助 具 本 体 の メ ッ シ ュ の 配 列 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る カ バ ー の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る カ バ ー の 底 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に 使 用 さ れ る 浴 室 と ト イ レ 室 の 配 置 の 一 例 の 概 略 平 面 図 で あ る

。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に 使 用 さ れ る 浴 室 と ト イ レ 室 の 配 置 の 他 の 例 の 概 略 平 面 図 で

あ る 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 の 入 浴 状 態 を 示 す 浴 室 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 浴 室 に 配 設 さ れ た 浴 槽 と 介 護 ロ ボ ッ ト と の 立 面 図 で

あ る 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 の 用 足 し 状 態 を 示 す ト イ レ 室 の 平 面 図 で あ

る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 の 用 足 し 状 態 を 示 す ト イ レ 室 の 他 の 例 の 平

面 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 浴 槽 の 上 方 に 位 置 さ せ た 状 態 を 示 す 入 浴

介 助 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 降 下 さ せ て 肩 付 近 を 浴 槽 の 縁 に 接 触 さ せ

た 状 態 を 示 す 入 浴 介 助 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 浴 槽 に 入 浴 さ せ た 状 態 を 示 す 入 浴 介 助 の

説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 様 式 便 器 の 上 方 に 位 置 さ せ た 状 態 を 示 す

ト イ レ 介 助 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 便 座 に 着 座 さ せ た 状 態 を 示 す ト イ レ 介 助

の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 便 座 に 着 座 さ せ 、 脚 が 床 面 に 着 い た 状 態
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を 示 す ト イ レ 介 助 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 抱 え 上 げ 、 介 護 補 助 具 を 取 り 除 く 状 態 を

示 す ト イ レ 介 助 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 要 介 護 者 を 便 座 に 直 接 着 座 さ せ た 状 態 を 示 す ト イ レ

介 助 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に お け る 他 の 例 の 巻 出 機 構 の 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か

る 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 実 施 形 態 １

　 介 護 ロ ボ ッ ト Ｒ を 図 １ に 概 略 図 で 示 し 、 図 ２ に 斜 視 図 で 示 す 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い

て 、 左 右 と は 、 介 護 ロ ボ ッ ト Ｒ の 背 面 よ り 見 た 場 合 の 左 右 を 意 味 す る 。 ま た 、 以 下 の 説 明

に お い て は 、 介 護 ロ ボ ッ ト Ｒ を 単 に ロ ボ ッ ト Ｒ と 称 す る こ と に す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 走 行 自 在 と さ れ た 基 部 １ ０ ０ と 、 基 部 １ ０ ０ に 配 設 さ れ た 傾 動 部 １ ０ と

、 一 対 の 腕 部 材 ２ ０ つ ま り 右 腕 部 材 ２ １ お よ び 左 腕 部 材 ２ ２ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 基 部 １ ０ ０ は 、 中 央 部 に 配 設 さ れ た 載 置 部 １ １ ０ と 、 載 置 部 １ １ ０ の 両 脇 に 配 設 さ れ た

走 行 部 １ ６ ０ と を 含 む も の と さ れ 、 載 置 部 １ １ ０ は 、 中 央 部 に 配 設 さ れ た 載 置 部 材 １ ２ ０

と 、 載 置 部 材 １ ２ ０ を 支 持 す る 左 右 方 向 に 配 設 さ れ た 水 平 支 持 部 材 １ ３ ０ と を 含 む も の と

さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

載 置 部 １ １ ０ 、 よ り 具 体 的 に は 載 置 部 材 １ ２ ０ に は 、 傾 動 部 １ ０ 、 駆 動 用 電 源 （ バ ッ テ リ

ー ） Ｂ な ど が 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

走 行 部 １ ６ ０ は 、 前 部 走 行 部 １ ７ ０ と 中 間 部 走 行 部 １ ８ ０ と 後 部 走 行 部 １ ９ ０ と を 含 む も

の と さ れ る 。 前 部 走 行 部 １ ７ ０ は 、 前 輪 １ ７ １ と 前 輪 １ ７ １ を 支 持 す る 前 輪 支 持 部 材 １ ７

２ と を 含 む も の と さ れ る 。 前 輪 支 持 部 材 １ ７ ２ は 、 前 部 の 水 平 部 １ ７ ３ と 、 後 部 の 上 り 勾

配 と さ れ た 傾 斜 部 １ ７ ４ と を 含 む も の と さ れ 、 水 平 部 １ ７ ３ の 先 端 に 前 輪 １ ７ １ が 装 着 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

中 間 部 走 行 部 １ ８ ０ は 、 中 間 輪 １ ８ １ と 中 間 輪 １ ８ １ を 支 持 す る 中 間 輪 支 持 部 材 １ ８ ２ と

を 含 む も の と さ れ る 。 後 部 走 行 部 １ ９ ０ は 、 後 輪 １ ９ １ と 後 輪 １ ９ １ を 支 持 す る 後 輪 支 持

部 材 １ ９ ２ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

そ し て 、 前 輪 支 持 部 材 １ ７ ２ 、 中 間 輪 支 持 部 材 １ ８ ２ お よ び 後 輪 支 持 部 材 １ ９ ２ は 、 そ れ

ぞ れ 適 宜 手 段 を 介 し て 水 平 支 持 部 材 １ ３ ０ と 接 合 さ れ て い る 。 ま た 、 前 輪 １ ７ １ お よ び 中

間 輪 １ ８ １ の 各 径 は 後 輪 １ ９ １ の 径 よ り 小 さ く さ れ て い る 。 ま た 、 前 輪 １ ７ １ の 径 は 中 間

輪 １ ８ １ の 径 よ り 小 さ く さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

前 輪 １ ７ １ の 径 が 小 径 と さ れ 、 か つ 、 前 輪 支 持 部 材 １ ７ ２ が 前 記 構 成 と さ れ て い る こ と か

ら 、 前 部 走 行 部 １ ７ ０ を 移 乗 対 象 物 と な る ベ ッ ド 、 浴 槽 、 ト イ レ な ど の 下 方 等 の 進 入 領 域

へ と 潜 り 込 ま せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

傾 動 部 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 主 傾 動 部 ３ ０ と 補 助 傾 動 部 ４ ０ と を 含 む も の と さ れ 、

そ れ ら の 協 働 に よ り 後 述 す る 一 対 の 腕 部 材 の 相 互 の 高 さ を 調 整 す る こ と が で き る 。 主 傾 動

部 ３ ０ は 、 遊 星 歯 車 機 構 ５ ０ を 中 心 的 構 成 要 素 と し て な る も の と さ れ る 。 遊 星 歯 車 機 構 ５

０ は 、 不 動 と さ れ た 太 陽 歯 車 （ 図 示 省 略 ） と 、 太 陽 歯 車 に 点 対 称 に 配 設 さ れ た 右 遊 星 歯 車
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（ 図 示 省 略 ） お よ び 左 遊 星 歯 車 （ 図 示 省 略 ） と 、 主 傾 動 部 材 ３ １ と を 含 む も の と さ れ る 。

遊 星 歯 車 機 構 ５ ０ は 、 載 置 部 １ ２ ０ の 中 央 に 立 設 さ れ た 中 央 昇 降 軸 ５ ５ の 上 端 前 面 に 配 設

さ れ て 昇 降 自 在 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

こ こ で 、 中 央 昇 降 軸 ５ ５ の 昇 降 は 、 中 央 昇 降 軸 ５ ５ の 右 側 に 配 設 さ れ た 駆 動 軸 （ 右 側 昇 降

軸 ） ５ ６ お よ び 同 左 側 に 配 設 さ れ た 駆 動 軸 （ 左 側 昇 降 軸 ） ５ ７ の 昇 降 を 同 期 さ せ て 行 う こ

と に よ り な さ れ る 。 つ ま り 、 中 央 昇 降 軸 ５ ５ は 従 動 軸 と さ れ る 。 ま た 、 一 方 の 駆 動 軸 、 例

え ば 右 側 昇 降 軸 ５ ６ を 上 昇 さ せ 、 他 方 の 駆 動 軸 、 例 え ば 左 側 昇 降 軸 ５ ７ を 下 降 さ せ る こ と

に よ り 、 主 傾 動 部 ３ ０ の 傾 動 が な さ れ る 。 し か し て 、 こ の 傾 動 に よ り 右 腕 部 材 ２ １ と 左 腕

部 材 ２ ２ の 相 互 の 高 さ を 調 整 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

補 助 傾 動 部 ４ ０ は 、 右 遊 星 歯 車 に 駆 動 さ れ る 右 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ２ を 有 す る 右 補 助

傾 動 部 ４ １ お よ び 左 遊 星 歯 車 に 駆 動 さ れ る 左 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ６ を 有 す る 左 補 助 傾

動 部 ４ ５ を 含 む も の と さ れ る 。 図 中 、 符 号 ４ ４ は 右 側 補 助 傾 動 部 材 を 示 し 、 符 号 ４ ８ は 左

側 補 助 傾 動 部 材 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

補 助 傾 動 部 ４ ０ が 、 か か る 構 成 と さ れ て い る と こ ろ か ら 、 例 え ば 、 右 腕 部 材 ２ １ を 上 昇 さ

せ る よ う に 主 傾 動 部 ３ ０ を 傾 動 動 作 さ せ る と 、 右 遊 星 歯 車 は 反 時 計 回 り に 回 転 す る の で 、

右 遊 星 歯 車 に 駆 動 さ れ る 右 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ２ は 右 補 助 傾 動 部 ４ １ を 同 じ く 反 時 計

回 り に 回 転 さ せ る 。 す な わ ち 、 主 傾 動 部 ３ ０ の 傾 動 角 に 右 補 助 傾 動 部 ４ １ の 傾 動 角 が 加 算

さ れ る 。 そ の 結 果 、 主 傾 動 部 ３ ０ の 傾 動 角 を 小 さ く し な が ら 、 一 対 の 腕 部 材 ２ ０ に 保 持 さ

れ て い る 介 護 補 助 具 の 傾 動 角 を 大 き く す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 主 傾 動 部 ３ ０ の 傾 動 角

を 小 さ く し な が ら 、 ロ ボ ッ ト Ｒ に 保 持 さ れ た 要 介 護 者 の 姿 勢 を 大 き く 変 化 さ せ る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

腕 部 材 ２ ０ は 、 例 え ば 、 先 端 に 球 面 状 の キ ャ ッ プ が 装 着 さ れ た 円 筒 状 部 材 と さ れ て 、 補 助

傾 動 部 ４ ０ に 前 方 に 突 出 さ せ て 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 な お 、 か か る 構 成 と さ れ た ロ ボ ッ ト Ｒ に は 、 特 開 ２ ０ １ ５ － ７ ７ ３ １ ２ 号 公 報 に 提 案 さ

れ て い る ロ ボ ッ ト を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 専 用 の 介 護 補 助 具 を 図 ３ に 側 面 図 で 示 し 、 図 ４ に 平 面 図 で 示 し 、 図 ５ に 底 面 図 で 示 す 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 介 護 補 助 具 は 、 図 ３ な い し 図 ５ に 示 す よ う に 、 頭 部 受 部 ２ １ ０ と 、 胴 部 受 部 ２ ２ ０ と 、

脚 部 受 部 ２ ３ ０ と 、 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ と 、 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ お よ び 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ を

接 続 す る 接 続 部 材 ２ ５ ０ と 、 を 一 体 化 し て 有 す る 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ と 、 補 助 具 本 体 ２ ０ ０

と 着 脱 自 在 に 係 合 さ れ て 要 介 護 者 を 固 定 す る カ バ ー ２ ６ ０ （ 図 ７ 参 照 ） と を 含 む も の と さ

れ る 。 頭 部 受 部 ２ １ ０ の 先 端 部 は 、 裏 側 に 折 り 返 さ れ 、 そ の 先 端 が 頭 部 受 部 ２ １ ０ に 筒 状

に 縫 製 さ れ て ロ ボ ッ ト Ｒ の 筒 状 の 腕 部 材 ２ ０ の 腕 挿 通 部 (頭 部 側 腕 部 材 挿 通 部 )２ １ １ と さ

れ て い る 。 ま た 、 脚 部 受 部 ２ ３ ０ の 下 端 部 も 同 様 に 裏 側 に 折 り 返 さ れ て 筒 状 に 縫 製 さ れ て

脚 支 持 部 材 挿 通 部 ２ ３ １ と さ れ て い る 。 脚 支 持 部 材 挿 通 部 ２ ３ １ に は 、 筒 状 の 脚 部 支 持 部

材 ２ ３ ２ が 挿 通 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

頭 部 側 腕 部 材 挿 通 部 ２ １ １ は 、 要 介 護 者 の 頭 部 か ら 所 定 距 離 離 し て 位 置 す る よ う そ の 形 成

位 置 が 調 整 さ れ て い る 。 ま た 、 脚 支 持 部 材 挿 通 部 ２ ３ １ は 、 要 介 護 者 の ほ ぼ 膝 の 位 置 に 位

置 す る よ う そ の 形 成 位 置 が 調 整 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ の 素 材 は 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 腕 部 材 ２ ０ で 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 持 ち 上 げ

た 際 に 破 れ る こ と の な い 強 度 を 有 す る 、 ポ リ エ ス テ ル か ら な る メ ッ シ ュ シ ー ト と さ れ る 。

補 助 具 本 体 ２ ０ ０ を メ ッ シ ュ シ ー ト と す る の は 、 要 介 護 者 の 褥 瘡 を 避 け る た め で あ る が 、
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こ れ に 限 ら れ る こ と は な い 。 ま た 、 メ ッ シ ュ を 構 成 す る 透 孔 ２ ０ １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に

、 楕 円 形 状 と さ れ て 短 径 が 介 護 補 助 具 の 長 手 方 向 に 一 致 さ せ て 配 置 さ れ 、 そ の 配 列 は 千 鳥

配 列 と さ れ て い る 。 短 径 を 前 記 方 向 と す る の は 、 要 介 護 者 を 持 ち 上 げ た 際 に お け る 補 助 具

本 体 ２ ０ ０ の 過 剰 な 伸 び を 抑 制 す る た め で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

な お 、 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ の 側 端 に は 、 化 粧 用 側 縁 (図 示 省 略 )が 縫 製 さ れ て 側 端 の 保 護 が 図

ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 透 孔 ２ ０ １ の 大 き さ は 、 長 径 が 例 え ば ２ ． ５ ｍ ｍ と さ れ 、 短 径 が 例 え ば １ ． ５ ｍ ｍ と さ

れ る 。 ま た 、 千 鳥 配 列 の ピ ッ チ は 、 例 え ば ｐ １ お よ び ｐ ２ が と も に ８ ｍ ｍ と さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 頭 部 受 部 ２ １ ０ の 形 状 は 、 横 幅 が 例 え ば ５ ４ ０ ｍ ｍ と さ れ 、 長 手 方 向 の 長 さ が 例 え ば ２

６ ０ ｍ ｍ と さ れ た 長 方 形 と さ れ 、 先 端 部 に 前 述 し た 腕 挿 通 部 (頭 部 側 腕 部 材 挿 通 部 ) ２ １

１ が 筒 状 に 扁 平 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 胴 部 受 部 ２ ２ ０ の 形 状 は 、 頭 部 側 の 横 幅 が 頭 部 受 部 ２ １ ０ の 横 幅 と 同 一 の ５ ４ ０ ｍ ｍ と

さ れ 、 脚 部 側 の 幅 が 例 え ば ４ ６ ０ ｍ ｍ と さ れ た 先 細 形 状 と さ れ て い る 。 ま た 、 側 部 に は 、

後 述 す る カ バ ー ２ ６ ０ と 協 働 し て 要 介 護 者 の 転 落 を 防 止 す る 側 壁 部 ２ ２ １ が 起 立 自 在 に 概

略 台 形 状 に 一 体 化 さ せ て 形 成 さ れ て い る 。 側 壁 部 ２ ２ １ の 裏 面 に は カ バ ー ２ ６ ０ の 側 端 部

を 係 止 す る た め の 面 フ ァ ス ナ ー ２ ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

な お 、 胴 部 受 部 ２ ２ ０ の 側 端 の 形 状 は 、 応 力 集 中 に よ る 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ の 損 傷 を 防 止 す

る た め に 滑 ら か な 曲 線 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

脚 部 受 部 ２ ３ ０ の 形 状 は 、 横 幅 が 胴 部 側 の 横 幅 と 同 一 の ４ ６ ０ ｍ ｍ と さ れ 、 長 手 方 向 の 長

さ が 例 え ば ３ ６ ０ ｍ ｍ と さ れ た 長 方 形 と さ れ 、 後 端 部 に 前 述 し た 脚 支 持 部 材 挿 通 部 ２ ３ １

が 筒 状 に 扁 平 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

後 部 支 持 部 ２ ４ ０ は 後 部 支 持 部 材 か ら な る も の と さ れ 、 後 部 支 持 部 材 は ロ ボ ッ ト Ｒ の 腕 部

材 ２ ０ が 挿 通 可 能 と さ れ た 円 筒 状 部 材 と さ れ 、 幅 は 、 例 え ば 脚 支 持 部 材 挿 通 部 ２ ３ １ と 同

一 と さ れ る 。 な お 、 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ の 幅 は 、 前 記 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 適 宜 と で

き 、 例 え ば 脚 支 持 部 材 挿 通 部 ２ ３ １ の 幅 よ り 狭 く さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

接 続 部 材 ２ ５ ０ は 、 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ と 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ と を 接 続 す る も の で あ る 。 ま

た 、 当 該 接 続 部 材 ２ ５ ０ は 、 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ と 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ と の 距 離 を 離 間 さ せ

る 長 さ 寸 法 調 整 手 段 を 備 え て な る 。 本 実 施 例 に お い て 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ は 、 例 え ば 、 長 さ

調 整 可 能 な 帯 状 部 材 と さ れ る 。 当 該 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 一 端 部 は 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ の 中 央 に

係 合 さ れ 、 他 端 部 は 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ に 係 合 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 長

さ を 伸 縮 さ せ る こ と で 、 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ と 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ の 両 者 間 の 距 離 を 調 整 す

る こ と が で き る 。 接 続 部 材 ２ ５ ０ は 、 例 え ば 、 ロ ー ル 状 に 巻 か れ て お り 、 巻 き だ す 長 さ を

調 節 可 能 と さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 補 助 具 を ロ ボ ッ ト Ｒ に 設 置 し た 状 態

に お い て は 、 頭 部 側 の 腕 部 材 ２ ０ を 上 方 へ 移 動 さ せ る こ と で 、 介 護 補 助 具 に 載 置 さ れ る 要

介 護 者 の 自 重 も 相 俟 っ て 、 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ を 中 心 と し て 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ を 回 動 さ せ

る こ と が で き る の で 、 要 介 護 者 に お け る 上 半 身 を 起 こ す の を 助 長 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 カ バ ー ２ ６ ０ は 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ と 同 様 に メ ッ シ ュ シ ー ト か ら な る も の と さ れ 、 図 ７ お

よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 幅 広 の Ｔ 字 状 と さ れ 、 Ｔ 字 の 水 平 部 に 該 当 す る 箇 所 の 両 端 部 裏 面

に は 、 前 記 側 壁 部 ２ ２ １ 裏 面 に 配 設 さ れ た 面 フ ァ ス ナ ー ２ ２ ２ と 係 止 す る 面 フ ァ ス ナ ー ２

６ １ が 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】
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　 カ バ ー ２ ６ ０ が か か る 構 成 と さ れ て い る と こ ろ か ら 、 ベ ル ト や 紐 な ど で 固 定 す る 場 合 に

比 し て 要 介 護 者 に 苦 痛 を 与 え る こ と な く 要 介 護 者 を 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ に 安 全 に 固 定 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

な お 、 カ バ ー ２ ６ ０ の 側 端 に は 、 化 粧 用 側 縁 (図 示 省 略 )が 縫 製 さ れ て 側 端 の 保 護 が 図 ら れ

て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 浴 室 ３ ２ ０ と ト イ レ 室 ３ ３ ０ と の 配 置 の 一 例 を 図 ９ に 示 し 、 他 の 例 を 図 １ ０ に 示 す 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ９ に 示 す 配 置 例 は 、 中 央 に ロ ボ ッ ト Ｒ の ア ク セ ス ス ペ ー ス ３ １ ０ を 有 し 、 一 側 に 浴 室

３ ２ ０ を 有 し 、 他 側 に ト イ レ 室 ３ ３ ０ を 有 す る も の と さ れ る 。 ま た 、 図 １ ０ に 示 す 配 置 例

は 、 一 側 に ロ ボ ッ ト Ｒ の ア ク セ ス ス ペ ー ス ３ １ ０ を 有 し 、 他 側 に 浴 室 ３ ２ ０ と ト イ レ 室 ３

３ ０ 縦 列 配 置 に 有 す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 浴 室 ３ ２ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 洗 い 場 ３ ２ １ と 、 浴 槽 ３ ２ ２ と を 備 え て な る も の

と さ れ 、 浴 槽 ３ ２ ２ は 洗 い 場 ３ ２ １ の 奥 に ロ ボ ッ ト Ｒ に 保 持 さ れ て 浴 室 ３ ２ ０ に 入 っ て く

る 要 介 護 者 の 頭 部 が 位 置 す る 側 に 頭 部 用 ス ペ ー ス ３ ２ ４ を 設 け て 配 設 さ れ て い る 。 頭 部 用

ス ペ ー ス ３ ２ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 ロ ボ ッ ト Ｒ に お け る 腕 部 材 ２ ０ の 可 動 領 域 を 確 保 す

る こ と が で き 、 要 介 護 者 を 座 位 の 姿 勢 の ま ま 入 浴 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 浴 槽 ３ ２ ２ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ロ ボ ッ ト Ｒ が 浴 槽 ３ ２ ２ 方 向 に 進 行 で き る よ う 設

置 面 と な る 床 面 Ｆ と 浴 槽 底 面 ３ ２ ５ と の 間 に 隙 間 Ｈ を 設 け て 配 設 さ れ て い る 。 す な わ ち 、

隙 間 Ｈ は 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 移 動 手 段 と な る 一 部 の 前 部 走 行 部 １ ７ ０ が 進 入 可 能 な 進 入 領 域 と

さ れ る 。 浴 槽 縁 ３ ２ ６ の 高 さ は 、 ロ ボ ッ ト Ｒ に 吊 り 下 げ 保 持 さ れ た 要 介 護 者 が 通 過 で き る

よ う 調 整 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ロ ボ ッ ト Ｒ に 吊 り 下 げ 保 持 さ れ た 要 介 護 者 が 浴 槽 縁 ３ ２ ６

に 当 た ら な い よ う に そ の 高 さ が 調 整 さ れ て い る 。 浴 槽 ３ ２ ２ の 深 さ は 、 浴 槽 縁 ３ ２ ６ の 高

さ を 前 記 高 さ に 維 持 し な が ら 、 要 介 護 者 が 座 位 で 入 浴 が 可 能 な よ う 調 整 さ れ て い る 。 つ ま

り 、 座 位 の 状 態 で 湯 船 に つ か る こ と が で き る よ う 調 整 さ れ て い る 。 浴 槽 ３ ２ ２ の 内 幅 は 、

脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ を 浴 槽 床 ３ ２ ７ ま で 落 と し 込 め る よ う 調 整 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ト イ レ 室 ３ ３ ０ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ト イ レ 用 水 部 ３ ３ ２ お よ び 便 座 ３ ３ ３ を 有 す

る 洋 式 便 器 ３ ３ １ 、 例 え ば い わ ゆ る タ ン ク レ ス ト イ レ が 設 け ら れ 、 前 記 洋 式 便 器 ３ ３ １ の

ロ ボ ッ ト Ｒ の 進 入 方 向 の 側 方 に ロ ボ ッ ト 用 ス ペ ー ス ３ ３ ６ が 設 け ら れ 、 ト イ レ 用 水 部 ３ ３

２ と ト イ レ 室 ３ ３ ０ の 後 壁 Ｂ Ｗ と の 間 に 要 介 護 者 の 頭 部 の た め の 頭 部 ス ペ ー ス ３ ３ ７ が 設

け ら れ 、 便 座 ３ ３ ３ と ト イ レ 室 ３ ３ ０ の 前 壁 Ｆ Ｗ と の 間 に 介 護 者 の た め の 介 護 ス ペ ー ス ３

３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ロ ボ ッ ト 用 ス ペ ー ス ３ ３ ６ 側 か ら 臨 ん だ 状 態 に お い て

、 後 壁 Ｂ Ｗ 側 か ら 頭 部 ス ペ ー ス ３ ３ ７ 、 洋 式 便 器 ３ ３ １ 、 介 護 ス ペ ー ス ３ ３ ８ が 順 に 並 設

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 ト イ レ 室 ３ ３ ０ は 、 ロ ボ ッ ト Ｒ が ト イ レ 室 ３ ３ ０ 内 に お け る 洋 式 便 器 ３ ３ １ の 側

面 側 に 対 し て 、 対 向 す る 位 置 （ 図 １ ３ 参 照 ） か ら ア ク セ ス で き る か 、 あ る い は 洋 式 便 器 ３

３ １ に 対 し て 、 進 入 経 路 が 並 行 と な る 位 置 （ 図 １ ４ 参 照 ） 、 す な わ ち 介 護 ス ペ ー ス ３ ３ ８

側 か ら ア ク セ ス で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の ト イ レ 室 ３ ３ ０ へ の

ア ク セ ス 方 向 は 前 記 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 建 物 の 構 成 に よ っ て は 、 頭 部 ス ペ ー ス ３

３ ７ 側 か ら 洋 式 便 器 ３ ３ １ に 対 し て 進 入 経 路 が 並 行 と な る 位 置 か ら ア ク セ ス す る よ う 構 成

さ れ る も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 洋 式 便 器 ３ ３ １ は 、 頭 部 ス ペ ー ス ３ ３ ７ 側 お よ び 介 護 ス ペ ー ス ３ ３ ８ 側 か ら ロ ボ ッ ト Ｒ

の 前 部 走 行 部 １ ７ ０ ， １ ７ ０ で 挟 み 込 む こ と が で き る よ う 、 当 該 外 形 が 設 定 さ れ て い る 。

す な わ ち 、 洋 式 便 器 ３ ３ １ は 、 ト イ レ 用 水 部 ３ ３ ２ の 下 方 領 域 お よ び 便 座 ３ ３ ３ の 介 護 ス
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ペ ー ス ３ ３ ８ 側 に ロ ボ ッ ト Ｒ の 移 動 手 段 と な る 一 部 の 前 部 走 行 部 １ ７ ０ が 進 入 可 能 な 進 入

領 域 を 有 す る よ う に し て 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 次 に 、 図 １ ５ な い し 図 １ ７ を 参 照 し な が ら 入 浴 介 助 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 手 順 １ ： 臥 床 し て い る 要 介 護 者 を 脱 衣 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 手 順 ２ ： 臥 床 し て い る 要 介 護 者 を ロ ボ ッ ト Ｒ の 位 置 と 反 対 方 向 に 体 位 変 換 さ せ 、 頭 部 受

部 ２ １ ０ を 要 介 護 者 の 頭 部 よ り も 上 側 に 位 置 さ せ る と と も に 、 脚 部 受 部 ２ ３ ０ が 要 介 護 者

の 膝 の 裏 側 付 近 に 位 置 す る よ う に し て 、 介 護 補 助 具 を ベ ッ ド に 敷 く 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 手 順 ３ ： 要 介 護 者 の 体 位 を 元 に 戻 し て 要 介 護 者 を 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ に 寝 か せ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 手 順 ４ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 待 機 位 置 か ら 適 宜 移 動 さ せ る と と も に 適 宜 昇 降 ・ 傾 動 動 作 さ せ て

腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ の 位 置 お よ び レ ベ ル を 調 整 す る 。 つ ま り 、 一 方 の 腕 部 材 ２ ０ （ 例 え ば 右

腕 部 材 ２ １ ） が 頭 部 受 部 ２ １ ０ に 挿 通 可 能 な よ う に そ の 位 置 お よ び レ ベ ル を 調 整 す る と と

も に 、 他 方 の 腕 部 材 ２ ０ （ 例 え ば 左 腕 部 材 ２ ２ ） が 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ に 挿 通 可 能 な よ う に

そ の 位 置 お よ び レ ベ ル を 調 整 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 手 順 ５ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を ベ ッ ド に 向 け て 前 進 さ せ て 、 一 方 の 腕 部 材 ２ ０ を 頭 部 受 部 ２ １ ０

に 挿 通 す る と と も に 、 他 方 の 腕 部 材 ２ ０ を 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ に 挿 通 す る 。 こ の 場 合 、 必 要

に 応 じ て 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 長 さ を 調 整 す る 。 具 体 的 に は 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 長 さ を 最 小 状

態 と す る 。 こ れ に よ り 、 要 介 護 者 を 略 水 平 状 態 、 す な わ ち 臥 床 状 態 に 近 い 状 態 の ま ま 移 動

さ せ る こ と が で き 、 要 介 護 者 を 載 置 し た 介 護 補 助 具 が ベ ッ ド に 擦 れ な い よ う に 移 動 す る こ

と が で き る 。 結 果 と し て 、 要 介 護 者 へ の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 手 順 ６ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 上 昇 動 作 さ せ て 一 方 の 腕 部 材 ２ ０ お よ び 他 方 の 腕 部 材 ２ ０ を 上 昇

さ せ 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 浮 か せ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 手 順 ７ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 後 退 さ せ て 要 介 護 者 を ベ ッ ド 脇 に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 手 順 ８ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 傾 動 動 作 さ せ て 要 介 護 者 の 上 体 を 起 こ し て 頭 部 を 足 よ り も 上 に 位

置 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 手 順 ９ ： 要 介 護 者 の 上 体 を 起 こ し た 状 態 で ロ ボ ッ ト Ｒ を 移 動 さ せ て 、 要 介 護 者 を 浴 室 ３

２ ０ ま で 運 ぶ 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 手 順 １ ０ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 浴 槽 ３ ２ １ に 向 け て 前 進 さ せ 、 前 部 走 行 部 １ ７ ０ を 床 面 Ｆ と 浴

槽 底 面 ３ ２ ５ と の 隙 間 Ｈ に 進 入 さ せ て 、 要 介 護 者 を 浴 槽 ３ ２ ２ の 上 部 に 位 置 さ せ る （ 図 １

５ 参 照 ） 。 こ の と き 、 浴 槽 ３ ２ １ の 頭 部 側 に は 、 頭 部 用 ス ペ ー ス ３ ２ ４ が 設 け ら れ て い る

の で 、 ロ ボ ッ ト Ｒ に お け る 腕 部 材 ２ ０ の 可 動 が 規 制 さ れ る こ と も な い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 手 順 １ １ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 下 降 動 作 さ せ て 両 腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ を 降 ろ し 、 要 介 護 者 の 肩 付

近 を 浴 槽 ３ ２ ２ の 内 側 に 軽 く 接 触 さ せ て 要 介 護 者 の 姿 勢 を 安 定 さ せ る （ 図 １ ６ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 手 順 １ ２ ： 介 護 補 助 具 Ａ の 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 伸 ば し て 後 部 支 持 部 材 ２ ４ ０ に 対 し て 脚 部

支 持 部 材 ２ ３ ２ を 離 間 さ せ る と と も に 、 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ を 要 介 護 者 の 自 重 に よ り 撓 ま せ

て 要 介 護 者 を 浴 槽 ３ ２ ２ に 着 座 さ せ る 。 よ り 詳 細 に は 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 伸 ば す こ と で 、

脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ と と も に 脚 部 受 部 ２ ３ ０ を 要 介 護 者 の 略 臀 部 位 置 又 は 臀 部 位 置 よ り 下

方 へ 配 置 さ せ る 。 こ の と き 、 要 介 護 者 の 浴 槽 ３ ２ ２ と の 接 触 箇 所 で 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ の 位
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置 を 規 制 し な が ら 、 当 該 接 触 箇 所 よ り 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ の 脚 部 側 を 要 介 護 者 の 自 重 に よ っ

て 撓 ま せ る 。 そ し て 、 後 部 支 持 部 材 ２ ４ ０ を 浴 槽 縁 ３ ２ ６ 付 近 ま で 更 に 下 方 へ 移 動 さ せ る

と と も に 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 更 に 伸 ば す こ と で 、 要 介 護 者 を 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ 上 で 滑 ら せ

な が ら 、 要 介 護 者 の 脚 部 、 臀 部 の 位 置 を 下 方 （ 浴 槽 ３ ２ ２ の 底 面 ） へ 移 動 さ せ る こ と が で

き る と と も に 、 上 半 身 の 姿 勢 が 起 き る の を 助 長 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 要 介 護 者

の 臀 部 、 脚 部 を 浴 槽 ３ ２ ２ の 底 面 に 接 触 さ せ た 略 着 座 状 態 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 要

介 護 者 の 状 態 に よ っ て は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 長 さ を 調 整 し 、 浴 槽 ３

２ ２ の 底 面 か ら 浮 か せ た 状 態 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 手 順 １ ３ ： 所 定 時 間 経 過 後 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 縮 め て 要 介 護 者 を 着 座 前 の 状 態 に 戻 す 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 手 順 １ ４ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 上 昇 動 作 さ せ て 要 介 護 者 の 足 が 浴 槽 縁 ３ ２ ６ を 通 過 で き る よ う

両 腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ の レ ベ ル を 調 整 す る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 手 順 １ ５ ： 洗 い 場 ３ ２ １ で 要 介 護 者 に 所 定 の 処 置 を 施 す 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 手 順 １ ６ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 移 動 さ せ て 要 介 護 者 を ベ ッ ド 脇 ま で 運 ぶ 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 手 順 １ ７ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 傾 動 動 作 さ せ て 両 腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ を 同 一 レ ベ ル と し 、 要 介 護

者 の 姿 勢 を 略 水 平 状 態 に す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 手 順 １ ８ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を ベ ッ ド に 向 け て 前 進 さ せ て 要 介 護 者 を ベ ッ ド の 上 方 に 移 動 さ せ

る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 手 順 １ ９ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 降 下 動 作 さ せ て 両 腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ を 降 下 さ せ 、 要 介 護 者 を 臥

床 さ せ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 手 順 ２ ０ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 後 退 さ せ て 一 方 の 腕 部 材 ２ ０ を 頭 部 受 部 ２ １ ０ か ら 引 き 抜 く と

と も に 、 他 方 の 腕 部 材 ２ ０ を 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ か ら 引 き 抜 く 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 手 順 ２ １ ： 要 介 護 者 を 体 位 変 換 さ せ て 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ お よ び 接 続 部 材 ２ ５ ０ を ベ ッ ド

か ら 取 り 除 く 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 手 順 ２ ２ ： 要 介 護 者 を 着 衣 さ せ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 手 順 ２ ３ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 待 機 位 置 ま で 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 以 上 の 手 順 に よ り 要 介 護 者 の 入 浴 介 助 が 終 了 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 次 に 、 図 １ ８ な い し 図 ２ ２ を 参 照 し な が ら 、 要 介 護 者 の ト イ レ 介 助 の 一 例 に つ い て 説 明

す る 。 な お 、 手 順 １ か ら 手 順 ８ に つ い て は 、 入 浴 介 助 の 手 順 と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明

を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 手 順 ９ ： 要 介 護 者 の 上 体 を 起 こ し た 状 態 で ロ ボ ッ ト Ｒ を 移 動 さ せ て 要 介 護 者 を ト イ レ 室

３ ３ ０ ま で 運 ぶ 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 手 順 １ ０ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 洋 式 便 器 ３ ３ １ に 向 け て 前 進 さ せ 、 前 部 走 行 部 １ ７ ０ を ト イ レ

用 水 部 ３ ３ ２ の 下 方 領 域 お よ び 便 座 ３ ３ ３ の 介 護 ス ペ ー ス ３ ３ ８ 側 に 進 入 さ せ て 、 要 介 護

者 を 洋 式 便 器 ３ ３ １ の 上 部 に 位 置 さ せ る （ 図 １ ８ 参 照 ） 。 こ の と き 、 洋 式 便 器 ３ ３ １ の ト

イ レ 用 水 部 ３ ３ ２ 側 に は 、 頭 部 ス ペ ー ス ３ ３ ７ が 設 け ら れ て い る の で 、 ロ ボ ッ ト Ｒ に お け
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る 腕 部 材 ２ ０ の 可 動 が 規 制 さ れ る こ と も な い 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 手 順 １ １ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 適 宜 昇 降 ・ 傾 動 動 作 さ せ て 要 介 護 者 を 座 位 の 姿 勢 と し て 便 座 ３

３ ３ に 着 座 さ せ る （ 図 １ ９ 参 照 ） 。 よ り 詳 細 に は 、 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ と と も に 脚 部 受 部

２ ３ ０ を 要 介 護 者 の 略 臀 部 位 置 と し 、 頭 部 受 部 ２ １ ０ を 上 方 へ と 可 動 さ せ る こ と で 、 要 介

護 者 の 上 半 身 を 起 こ し 、 略 座 位 状 態 を 維 持 し て 、 便 座 ３ ３ ３ に 着 座 さ せ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 手 順 １ ２ ： 介 護 補 助 具 Ａ の 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 伸 ば し て 後 部 支 持 部 材 ２ ４ ０ に 対 し て 脚 部

支 持 部 材 ２ ３ ２ を 離 間 さ せ る こ と で 、 要 介 護 者 の 脚 部 を 床 面 に 下 ろ し た 状 態 と す る 。 こ れ

に よ り 、 介 護 補 助 具 Ａ を 介 し て 、 便 座 ３ ３ ３ に 対 す る 座 位 状 態 と す る こ と が で き る （ 図 ２

０ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 手 順 １ ３ ： 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ お よ び 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 取 り 外 し 、 介 護 者 が 要 介 護 者 を 抱

え 上 げ て 、 洋 式 便 器 ３ ３ １ の 前 方 に 立 た せ る （ 図 ２ １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 手 順 １ ４ ： 要 介 護 者 の 下 半 身 を 脱 衣 さ せ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 手 順 １ ５ ： 要 介 護 者 を 直 接 便 座 ３ ３ ３ に 着 座 さ せ る （ 図 ２ ２ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 手 順 １ ６ ： 要 介 護 者 に 排 泄 さ せ る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 手 順 １ ７ ： 介 護 者 が 要 介 護 者 を 抱 え 上 げ て 洋 式 便 器 ３ ３ １ の 前 方 に 立 た せ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 手 順 １ ８ ： 要 介 護 者 を 着 衣 さ せ る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 手 順 １ ９ ： ロ ボ ッ ト Ｒ の 一 対 の 腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ に 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ を 装 着 す る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 手 順 ２ ０ ： 要 介 護 者 の 上 体 を 起 こ し た 状 態 で 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ に 載 せ る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 手 順 ２ １ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 上 昇 動 作 さ せ て 要 介 護 者 を 便 座 ３ ３ ３ か ら 浮 か せ る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 手 順 ２ ２ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 移 動 さ せ て 要 介 護 者 を ト イ レ 室 ３ ３ ０ か ら 退 出 さ せ る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 手 順 ２ ３ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 移 動 さ せ て 要 介 護 者 を ベ ッ ド 脇 ま で 運 ぶ 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 手 順 ２ ４ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 傾 動 動 作 さ せ て 両 腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ を 同 一 レ ベ ル と し 要 介 護 者

の 姿 勢 を 水 平 に す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 手 順 ２ ５ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を ベ ッ ド に 向 け て 前 進 さ せ て 要 介 護 者 を ベ ッ ド の 上 方 に 移 動 さ せ

る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 手 順 ２ ６ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 降 下 動 作 さ せ て 両 腕 部 材 ２ ０ ， ２ ０ を 降 下 さ せ 要 介 護 者 を 臥 床

さ せ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 手 順 ２ ７ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 後 退 さ せ て 一 方 の 腕 部 材 ２ ０ を 頭 部 受 部 ２ １ ０ か ら 引 き 抜 く と

と も に 、 他 方 の 腕 部 材 ２ ０ を 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ か ら 引 き 抜 く 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 手 順 ２ ８ ： 要 介 護 者 を 体 位 変 換 さ せ て 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ お よ び 接 続 部 材 ２ ５ ０ を ベ ッ ド

か ら 取 り 除 く 。

【 ０ ０ ９ ６ 】
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　 手 順 ２ ９ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 待 機 位 置 ま で 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 以 上 の 手 順 に よ り 要 介 護 者 の ト イ レ 介 助 が 終 了 す る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

な お 、 本 ト イ レ 介 助 の 例 で は 、 手 順 １ １ 、 １ ２ に お い て 、 要 介 護 者 が 便 座 ３ ３ ３ に 着 座 し

て か ら 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 離 間 さ せ て 、 要 介 護 者 の 脚 部 を 床 面 に 下 し た 状 態 に す る と し て い

る が 、 先 に 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 離 間 さ せ て 要 介 護 者 の 脚 を 下 げ 、 あ る い は 床 面 に 下 し た 状 態

で 、 さ ら に 上 半 身 を 起 こ し て 便 座 ３ ３ ３ に 着 座 す る 手 順 と す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

こ の よ う に 、 介 助 の 手 順 は 本 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 際 の 使 用 状 況 等 に 合 わ せ て

適 宜 改 変 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 次 に 、 要 介 護 者 の ト イ レ 介 助 の 他 の 例 に つ い て 説 明 す る 。 本 例 は 、 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ を

改 変 し て な る も の で あ っ て 、 要 介 護 者 の 肛 門 に 対 応 す る 箇 所 に は 適 宜 補 強 が な さ れ た 排 泄

孔 が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 下 半 身 を 脱 衣 し た 要 介 護 者 を 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ に 載 置

し 、 ト イ レ 室 ３ ３ ０ へ 移 動 さ せ た 後 、 要 介 護 者 を 便 座 ３ ３ ３ に 着 座 さ せ た 状 態 で 排 泄 行 為

を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 要 介 護 者 の 入 浴 介 助 や ト イ レ 介 助 に お け る 介 護 福 祉

士 な ど の 介 護 者 の 負 担 が 大 幅 に 軽 減 さ れ る 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 操 作 も 簡 単 な の で 介 護 者

も 手 軽 に 扱 え る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

実 施 形 態 ２

本 発 明 の 実 施 形 態 ２ の 要 部 を 図 ２ ３ に 示 す 。 実 施 形 態 ２ は 実 施 形 態 １ の 接 続 部 材 ２ ５ ０ を

改 変 し て な る も の で あ っ て 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 長 さ 寸 法 調 整 手 段 と し て 、 巻 出 機 構 ８ ０ を

介 装 し て な る も の で あ る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

巻 出 機 構 ８ ０ は 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 他 方 の 腕 部 材 ２ ０ に よ り 支 持 さ れ て

い る 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ に 保 持 さ れ 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 巻 き 出 し た り 巻 き 戻 し た り し て 接 続

部 材 ２ ５ ０ の 巻 出 長 さ を 調 節 す る 操 作 ハ ン ド ル ８ １ と 、 明 瞭 に 図 示 は さ れ て い な い が 、 ロ

ッ ク 解 除 レ バ ー ８ ２ を 有 す る 巻 出 長 さ を 保 持 す る ロ ッ ク 機 構 、 例 え ば ラ ッ チ ・ ロ ッ ク 機 構

と を 有 し て い る 。 な お 、 図 示 例 に お い て は 、 ベ ル ト 端 部 に 設 け ら れ た 通 し 金 具 ８ ３ を 介 し

て 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ を 締 め 付 け る よ う に し て 接 続 部 材 ２ ５ ０ と 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ と の

係 合 が な さ れ て い る が 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ と 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ と の 係 合 は 、 か か る 構 成 に

限 定 さ れ る も の で は な く 適 宜 と で き る 。 ま た 、 巻 出 機 構 ８ ０ に お い て は 、 手 動 に 限 ら れ る

こ と な く 、 モ ー タ 等 の 駆 動 部 を 設 置 し 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 巻 出 長 さ を 調 節 可 能 と す る 構 成

を 採 用 す る こ と が で き る の は 勿 論 で あ る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 接 続 部 材 ２ ５ ０ に 巻 出 機 構 ８ ０ を 介 装 し て い る の で 、 接 続

部 材 ２ ５ ０ の 長 さ 調 節 が 迅 速 に な し 得 る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は か か る 実 施 形 態 の み に 限

定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 改 変 が 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

例 え ば 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 要 介 護 者 が ロ ボ ッ ト Ｒ の 腕 ２ ０ ， ２ ０ の 動 作 範 囲 の 高 さ

が 設 定 さ れ た ベ ッ ド に 臥 床 し て い る 状 態 を 例 に 取 り 説 明 さ れ て い る が 、 腕 部 材 ２ ０ の 可 動

に よ っ て は 、 低 い 位 置 か ら の 要 介 護 者 の 吊 り 下 げ 保 持 も 可 能 と な る た め 、 ロ ボ ッ ト Ｒ が ア

ク セ ス 可 能 と さ れ た 低 床 ベ ッ ド 等 に も 利 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 ま た 、 実 施 形 態 で は 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 腕 部 材 ２ ０ に 対 し て 、 別 部 材 と な る 後 部 支 持 部 材 ２
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４ ０ を 介 す る こ と で 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 当 該 腕 部 材 ２ ０ に 対 し て 間 接 的 に 設 置 し て い た が

、 こ れ に 限 ら れ る こ と は な い 。 例 え ば 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 一 端 を 構

成 す る 後 部 支 持 部 ２ ４ ０ を 介 し て 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ を 腕 部 材 ２ ０ に 対 し て 直 接 的 に 設 置 す

る こ と も で き る 。 係 る 際 に お い て 、 後 部 支 持 部 材 ２ ４ ０ は 、 腕 部 材 ２ ０ に 挿 通 す る た め 断

面 視 略 環 状 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 腕 部 材 ２ ０ の 位 置 が 変 動 す る こ と に よ っ

て も 、 後 部 支 持 部 材 ２ ４ ０ が 回 転 す る こ と で 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 動 き を 抑 制 す る こ と な く

、 追 従 さ せ て 移 動 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

ま た 、 実 施 形 態 で は 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ は 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ の 中 央 に 配 設 さ れ て い る が 、 接

続 部 材 ２ ５ ０ は 補 助 具 本 体 ２ ０ ０ の 両 側 等 に 設 け ら れ て も よ く 、 脚 部 支 持 部 材 ２ ３ ２ と 後

部 支 持 部 ２ ４ ０ と の 両 者 を 接 続 す る 態 様 で あ れ ば 、 接 続 部 材 ２ ５ ０ の 設 置 位 置 は 特 に 制 限

さ れ る も の で は な い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ １ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 介 護 産 業 お よ び ロ ボ ッ ト 産 業 に 適 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ １ ０ 】

Ｒ 　 　 　 　 介 護 ロ ボ ッ ト

Ａ 　 　 　 　 介 護 補 助 具

Ｈ 　 　 　 　 隙 間

Ｂ 　 　 　 　 駆 動 用 電 源 （ バ ッ テ リ ー ）

Ｆ Ｗ 　 　 　 前 壁

Ｂ Ｗ 　 　 　 後 壁

１ ０ 　 　 傾 動 部

　 ２ ０ 　 　 腕 部 材

２ １ 　 　 右 腕 部 材

２ ２ 　 　 左 腕 部 材

３ ０ 　 　 主 傾 動 部

３ １ 　 　 主 傾 動 部 材

４ ０ 　 　 補 助 傾 動 部

４ １ 　 　 右 補 助 傾 動 部

４ ２ 　 　 右 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構

４ ４ 　 　 右 側 補 助 傾 動 部 材

４ ５ 　 　 左 補 助 傾 動 部

４ ６ 　 　 左 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構

４ ８ 　 　 左 側 補 助 傾 動 部 材

５ ０ 　 　 遊 星 歯 車 機 構

５ ５ 　 　 中 央 昇 降 軸

５ ６ 　 　 駆 動 軸 （ 右 側 昇 降 軸 ）

５ ７ 　 　 駆 動 軸 （ 左 側 昇 降 軸 ）

８ ０ 　 　 巻 出 機 構

８ １ 　 　 操 作 ハ ン ド ル

８ ２ 　 　 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー

８ ３ 　 　 通 し 金 具

１ ０ ０ 　 　 基 部

１ １ ０ 　 　 載 置 部

１ ２ ０ 　 　 載 置 部 材

１ ３ ０ 　 　 水 平 支 持 部 材

１ ６ ０ 　 　 走 行 部

１ ７ ０ 　 　 前 部 走 行 部
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１ ７ １ 　 　 前 輪

１ ７ ２ 　 　 前 輪 支 持 部 材

１ ７ ３ 　 　 水 平 部

１ ７ ４ 　 　 傾 斜 部

１ ８ ０ 　 　 中 間 部 走 行 部

１ ８ １ 　 　 中 間 輪

１ ８ ２ 　 　 中 間 輪 支 持 部 材

１ ９ ０ 　 　 後 部 走 行 部

１ ９ １ 　 　 後 輪

１ ９ ２ 　 　 後 輪 支 持 部 材

２ ０ ０ 　 　 補 助 具 本 体

２ ０ １ 　 　 透 孔

２ １ ０ 　 　 頭 部 受 部

２ １ １ 　 　 腕 挿 通 部 (頭 部 側 腕 部 材 挿 通 部 )

２ ２ ０ 　 　 胴 部 受 部

２ ２ １ 　 　 側 壁 部

２ ２ ２ 　 　 面 フ ァ ス ナ ー

２ ３ ０ 　 　 脚 部 受 部

２ ３ １ 　 　 脚 支 持 部 材 挿 通 部

２ ３ ２ 　 　 脚 部 支 持 部 材

２ ４ ０ 　 　 後 部 支 持 部

２ ５ ０ 　 　 接 続 部 材

２ ６ ０ 　 　 カ バ ー

２ ６ １ 　 　 面 フ ァ ス ナ ー

３ １ ０ 　 　 ア ク セ ス ス ペ ー ス

３ ２ ０ 　 　 浴 室

３ ２ １ 　 　 洗 い 場

３ ２ ２ 　 　 浴 槽

３ ２ ４ 　 　 頭 部 用 ス ペ ー ス

３ ２ ５ 　 　 浴 槽 底 面

３ ２ ６ 　 　 浴 槽 縁

３ ２ ７ 　 　 浴 槽 床

３ ３ ０ 　 　 ト イ レ 室

３ ３ １ 　 　 洋 式 便 器

３ ３ ２ 　 　 ト イ レ 用 水 部

３ ３ ３ 　 　 便 座

３ ３ ６ 　 　 ロ ボ ッ ト 用 ス ペ ー ス

３ ３ ７ 　 　 頭 部 用 ス ペ ー ス

３ ３ ８ 　 　 介 護 ス ペ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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